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わる因子として AP-1 遺伝子群の構成因子である c-Jun に注目し、膵形成における c-Jun の役割を明らかにすること
を本研究の目的とした。 
 〔 方法ならびに成績 〕 
 野生型 C57BL6 マウス膵臓において c-Jun 抗体を用いて免疫組織染色を行った。c-Jun は胎生期（e15.5）の膵細
胞で強い発現を認め、６週齢のマウス膵での c-Jun の発現はわずかであった。以上のことより c-Jun が膵臓の発生に





生期膵においてその他の AP-1 遺伝子群の mRNA 発現量を検討したが有意な発現量の上昇は認めなかった。以上のこ
とより。c-Jun の欠質は Ptfla 発現以後の膵発生には明らかな影響を及ぼさないことが示された。 
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 〔 総   括 〕 
 膵特異的 c-Jun ノックアウトマウスは明らかな形態異常を示さず、Ptfla の発現以降の膵の発生には影響を与えな
いことが示された。しかし、c-Jun は胎生期においては強く発現しており、未知の因子によりその機能が代償されて
いる可能性はあると考えられる。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 c-Jun は肝臓の発生において重要であることが示されているが、膵臓における役割は明らかでない。今回、胎生期




さらに、c-Jun の機能が代償されている可能性を考慮し、胎生期膵においてその他の AP-1 遺伝子群の mRNA 発現量
を検討したが有意な発現量の差は認めなかった。以上のことより c-Jun の欠質は Ptfla 発現以後の膵発生には明らか
な影響を及ぼさないことを示し、学位に値すると考える。 
